
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「電子機械科」とは 
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今日の社会や生活では，様々な電子機器が利用・活 

用されている。例えば、スマートフォン（携帯電話）・ 

ゲーム機など、これらの電子機器は，機械（メカニクス）と電気・電子（エレクトロニクス）の

仕組みに加え，情報技術（ＩＴ）と融合，一体化した技術によって構成されており，電子機械技

術（メカトロニクス）と呼ばれています。近年では，ロボット技術や人工知能（ＡＩ）が目覚ま

しく発展・進歩し，電子機械の利用・活用分野の広がりを見せています。 

 本学科では、機械技術・電子技術・情報技術の３つを融合させた技術、「メカトロニクス」につ

いて実践的に学び、自分で「考える」・「つくる」・「動かす」ことができる、ものづくりのスペシ

ャリストの育成を目指しています。 

 

先日 TVで、今年の６月がんにより逝去された振付師の夏まゆみさん 

が、育成やダンスの振り付けを指導していたモーニング娘やAKB４８ 

を指導する際に伝えてきたことの一つを紹介します。 

 

「できない」禁止令 「わからない」は、いい。 わからないのだったら、教えてあげることが

できるから。でも、「できません」だけは言ってほしくない。 だって絶対できるから。 それっ

て、自分で自分の限界を決めてるってことだから。 「できない」って声に出したとたんに、ギブ

アップ前提の「弱腰精神」が体中に伝わって、張りつめていた糸がゆるんでいく。ゴールに向か

っている最中に、自分で自分の限界を決めてしまうなんて、すごくもったいない。 

一人ひとりにそれぞれゴールがある。どんなことだってあきらめないっていう心意気で、なん

とかなるもの。 必要なのは、今はできなくても「やり続ける」ことなんだ。 一人ひとりに「一

生懸命」のゴールがあって、やり方もスピードも違っていい。 「今はできないけれど、やり続け

ていれば必ずできる」と信じること。 きっと成し遂げられるから。”YES, I CAN.” 

 

ここで、何が言いたいかというと、電子機械科の諸君たちに、勉強・資格取得・部活動・生徒

会・学校行事など、「自分で自分の限界を決めず、自分のペースで何事もやり続けること」が大

切である。皆さん自身、問いかけてみてください。今からでも遅くはありません。「今はできな

いけれど、やり続けていれば必ずできる」と信じること。今日から、取り組みましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

◆１年生◆ 

◆２年生◆ 

◆３年生◆ 

【計算技術検定３級合格者】 
井上 愛都   猪股 龍聖   岩上 一樹   大澤 瑛仁 

岡﨑 颯将   音之宮 大和  親川 けいじ  菊池 優翔 

塩谷 颯人   中野 龍青   萩原 龍星   細野 隼杜   

水野 夢人   渡邉 櫂叶 

【計算技術検定３級合格者】 
湯川 薫    

 

【初級 CAD 検定合格者】 
有井 隼介   井田 草太   金井 勇磨   亀田ジュニオル 

倉野内 奏太  小林 響    櫻井 厚輔   清水 幸真 

菅原 柊斗   関口 響    高栁 梨玖   中里 詠太 

野口 春登   梁瀬 遼真   湯川 薫 

【初級 CAD 検定合格者】 
井瀧 史導   荻野 悠翔   神戸 太陽   中山 肇 

前田 宗太   谷ヶ﨑 煌心 

 

【第二種電気工事士合格者】 
 菅野 直樹   山口 純祈 
 
【技能検定３級＿電子機器組立て合格者】 
井瀧 史導   荻野 悠翔   菅野 直樹   猿渡 元紀 

星野 来弥   山口 純祈 

 

【技能検定３級＿機械検査合格者】 
荻野 悠翔 

 

【埼玉県高校生専門資格等取得表彰】 
荻野 悠翔   星野 来弥 

 

夏季休業中にも「アーク溶接技能講習

会」が実施され合格発表が待たれます。 

２学期も多くの資格の受験が実施されま

す。積極的に受験し、意欲的に取り組みまし

ょう。 

先生方がサポートします。 

工業棟管理室入口隣に合格者名

プレートや合格者名が掲示されて

います。全員の名前が掲示される

ことを願っています。 


